
市民アンケート調査でいただいたご意見 （抜粋）
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・ないものねだりをせず、都市部にはない地方の良さを生かしたまちづくり。
・お金が出ないなら、アイデアを出そう。
・定住促進課に婚活応援係というめずらしい係ができたと聞くが、その成果があまり伝わってこない。若い人たち
の出会いの場の活動をもっと見せてほしい。

42行財政

47

・道路・交通環境の改善（歩道の設置、通勤ラッシュ時の渋滞緩和（大京原の橋の手前の信号）、羽ノ浦駅から
100メートルほど行った所の四つ角の見通しが悪いため、カーブミラーを増設）
・県央から他県や関西圏へのアクセスのためにも、高速道路（自動車専用道）の整備を早く進めてほしい。
・道路の補修は、穴埋めするのではなく、きちんと道路を直してほしい。

産業

防災・防犯

交通

道路

67

・阿南東部、才見地区は海抜ゼロメートル地帯で、地震、津波時には水没の恐れがあり、高齢者、障がい者には
避難が困難であり、早急に避難タワーが防災公園の整備をお願いしたい。
・幸福の基本は、健康で安全・安心のできる災害の心配がない地域で生活できること。南海トラフ巨大地震や地
球温暖化による大水害など、いかなる災害にも安心・安全なまちづくりに期待する。
・街灯が少なく、夜間は周囲が見づらく危険と感じるため、街灯の設置や道路整備が必要である。
・長生駐在所と桑野駐在所が統合したため、不安を感じる。

58

・通勤時間帯の交通渋滞により時間に余裕が持てず、子供の送りに支障をきたしている。
・車の運転をしなくても買い物や外出が安心してできるよう、コミュニティーバスや循環バスを充実させてほし
い。
・汽車、バスを利用される方々のために本数を増やすべきだと思う。特に、高校生や中学生は困っていると思う
ので対応してほしい。
・朝の交通渋滞がひどい。とくに那賀川北岸地域からの渋滞がひどく、阿南に出勤することを嫌う人もいる。早く
手を打たなければならない。
・高齢者の運転免許の返納について、テレビ等でよく取り上げられているが、田舎は不便で返納率が低いと思
う。そこで電動三輪車等購入の補助制度を考えてほしい。

分野 件数

83

・徳島市の大型ショッピングモールなど、若者が好きと思えるようなものがあまりないと思う。
・阿南はLEDが有名だから、（例）LEDトンネルを造ってはどうか。
・大企業、大型ショッピングセンター（イオン、イケア、コストコ、メガドンキ）等の誘致。→これらがこないと、市の発
展はない。住みたいと思わない。都会化する必要がある。（地方創生）
・川、海を活かした町おこし（ＳＵＰ、ラフティング、海辺のレジャー）、竹山を活かした町おこし（たけのこ堀りツアー
など）、観光を振興する雇用を生み出す事が大切だと思う。
・阿南市に行ってみようと人々が思うような観光スポットを増やす。



2/5

・さまざまな年代の人が参加できるイベントを取り入れてほしい。60～70代の方が活躍できる場、自分の存在を
認めてもらえる場があればいいと思う。近くで、文化的なもの芸術的なものが、鑑賞できたらうれしい。
・近所づきあいは重要と思う。いわゆる、よそ者をやさしく受け入れられる風土を醸成していく必要がある。

住宅 16

・大手企業の大半が、市外から通勤していると思う。企業と自治体が協力して、阿南市内に定住してくれるよう工
業団地や住宅地を確保し、そこに学校や病院を整備して、人口の取り込みを図ってはどうか。
・空き家が増えており、木や雑草が放置されていて安全性に欠ける。
・隣家が空き家で屋根が崩れてきている。毎日が不安。空き家問題への対策を早急に。

・河川の汚れが気になる。小さい用水はある程度掃除ができているが、3ｍ～5ｍ位の川は底にゴミやビニール、
缶、ビン等が堆積して人力では排除できない。きれいな町づくりは、川から始めてほしい。
・ゴミの収集回数を増やしてほしい。プラ包装の月２回、ペットボトルの月１回収集では少ない。最低でもプラ包装
は週１回、ペットボトルは月２回収集してほしい。

公園 19

・バイパス沿いは子供の遊ぶ場所が少ないため、国有地として余っている土地があれば公園をつくってほしい。
・四季が感じられる、木々をもっと植えたり、緑化ボランティアサークルをつくったりして、未来の子どもたちが「阿
南が大好き」と言える、美しく緑豊かな公園づくりをしていったらいいな、と思う。
・公園の遊具の整備について、撤去するだけでなく新設（ブランコや滑り台、シーソーやジムなどの設置）すること
で、小さい子どもの集える場ができ、保育所に行かなくても友だちがつくれる。

地域コミュニティ 19

・育児休業中に保育園に子どもを預けられないことが不満に思う。職場復帰を考えるにしても、仕事と育児を両
立できるか不安で、核家族が進む現代において、母親にかかるプレッシャーは相当なもの。少しの間（半年？）く
らいなので育休中もそのまま上の子を預けられるようにしてほしい。
・他県で子育て支援（出産祝い金、保育所無償化）などが多い地区にたくさんの人が移り住んでいるニュースを
見た。阿南市でも子どもを育てやすい環境を整えると、移住促進につながり人口も増えるのではないか。

医療 27

・阿南東部、才見地区は海抜ゼロメートル地帯で、地震、津波時には水没の恐れがあり、高齢者、障がい者には
避難が困難であり、早急に避難タワーが防災公園の整備をお願いしたい。
・幸福の基本は、健康で安全・安心のできる災害の心配がない地域で生活できること。南海トラフ巨大地震や地
球温暖化による大水害など、いかなる災害にも安心・安全なまちづくりに期待する。
・街灯が少なく、夜間は周囲が見づらく危険と感じるため、街灯の設置や道路整備が必要である。
・長生駐在所と桑野駐在所が統合したため、不安を感じる。

衛生 24

分野 件数

子育て支援 28
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公共施設 15

・市役所に比べ、阿南図書館やホール、体育館の老朽化が目立つ。文化、スポーツに力を入れてないようにみえ
る。
・市民会館の今後のあり方について、夢ホールやコスモホールがあることを勘案し、県内、全国の学識や経験、市
民の要望を総結集して熟考・検討してほしい。

生涯学習 13

・図書館などの公共施設でなぜ学生が勉強してはいけないのか？老朽化が進んでいるようなので建替えてほし
い。いろんな施設と複合してもう少し大きく建ててはどうか。
・人づくりにおいて社会教育は重要な役割を果たす。特に図書館は大きな意義を有している。阿南図書館は比較
的近くにあり、他の図書館とも連携しているので、よく利用する。「阿南市公共施設等総合管理計画」には阿南図
書館について、「統合や複合化等を検討」とあるが、現状より充実した図書館になることを願う。
・市民会館を早急に建替え、図書館も含めて文化面で充実した地域にしてほしい。

学校教育 16

・「教育」は重要だと思う。テストで高得点を採るということではなく、決して利己的になるということでもなく、さま
ざまな文化や知性に触れ、寛容な社会を作ることがこれから市政に重要なのではないかと思う。
・学校再編について、生徒数が減少したからといって、即、統合などという発想はしないでほしい。特に過疎地に
おいて、小中学校はその地域のシンボルであり、地域には欠かせない存在だから。
・その地域にしかないものを積極的に生み出すのも地域活性化の1つになると考える。義務教育の水準徳島一、
日本一を目指せば、地域外からの人の流入を促進できるのではないか。例えば、「特進クラス」のようなものをつ
くり、より高度な教育を提供したり、少人数授業や課外授業を促進したりするのもよろしいかと考える。

生活基盤 15

・上下水道の１００％整備。せっかくの一級河川やきれいな海を美しいまま未来に残したい。
・下水道整備、市内のごく一部で共有されているようだが、他地域も計画し、長期整備を目指さないと永久に整
備できないのでは。打樋川の浄化にも力を入れてほしい。
・コンパクトな街づくり。できるだけ住宅地の集約化を図り、コンパクトな街づくりを。従来の住宅街には空き家が
目立つ一方、校外には住宅地が開発されている。電気、水道等、インフラ設備が延びることは災害時のデメリット
も多くなる。

福祉 28

・介護予防、下肢筋力低下予防、転倒しない体づくり。病気の人が働きやすい社会。
・近年「発達障がい」という言葉をよく耳にする。大人だけでなく、子どもにも多く、早い段階で気づき、適切な療
育を受けることがその後の成長にとても重要だそうだ。現在、阿南市には対応できる施設、医師がいない。保健
センターや医療センターの中に「発達外来」専門の医師、療育を受けることのできる設備、そして相談することが
できる専門のスタッフなどがいれば心強いのではと思う。また、そういう子供をもつ母親同士が集まって、話がで
きる交流の場があればいいのではないか。弱者にも優しい、住み良い街であれば、ゆくゆくは人口増加にもつな
がっていくのでは。
・高齢化が進む中、もっと介護支援サービスを充実して欲しい。地域で助け合うなど、知識を増やしたい。特に認
知症の方の接し方など、知っている人ならいいが、知らない人がよく不明になっている放送が流れていても、み
んな他人事と思って、必死になって捜そうとしていない気がする。地域のコミュニケーションを図っていきたい。

住宅 16

・大手企業の大半が、市外から通勤していると思う。企業と自治体が協力して、阿南市内に定住してくれるよう工
業団地や住宅地を確保し、そこに学校や病院を整備して、人口の取り込みを図ってはどうか。
・空き家が増えており、木や雑草が放置されていて安全性に欠ける。
・隣家が空き家で屋根が崩れてきている。毎日が不安。空き家問題への対策を早急に。

分野 件数
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・ケーブルテレビや光回線での月々の支払が高いので、安く契約できるようにしてほしい。
・阿南ふるさと大使の活動状況を市ホームページにアップして応援してほしい。

・学校給食、アレルギー除去食対応（せめてカレーにうずらたまごはやめてほしい。）
・高齢者の健康維持対策（医療費削減）として、グランドゴルフ場を数か所整備してほしい。各施設の清掃管理な
どは高齢者力を活用しては。

文化 4

・阿南市の歴史を通史的に学べる施設がないのが残念。子どもたちに阿南市の歴史、文化、自然などの特色を
学べる環境を提供してほしい。近年では若杉山遺跡や遍路道など、阿南市の生い立ちを示す史跡の調査も進ん
でいるので、この流れをとめないでほしい。
・災害時の避難場所に寺、神社は最適と思われるので、文化を守ることを加えて、寺、神社の再建推進を。

情報 3

・市内の優良企業に農業生産課をつくってもらって、田畑で汗を流す会社員がいても良いと思う。
・地域に密着している団体と交流を持ってほしい。例えば各生協組合員。さまざまな世代の女性が地域の課題や
問題点を共有し、解決策を共に探っていきたいと願っている。

スポーツ振興 6

・老いも若きもそれぞれが楽しめるスポーツの振興。室内スポーツやグラウンドゴルフなど、地域対抗で交流試
合などを実施してはどうか。雨天でも楽しめるスポーツもたくさんある。
・「野球のまち」のみでなく、身近な場所でスポーツが楽しめるまちづくりを。

健康 5

・ＪＲを公共交通機関として利活用すべき。駅と商業施設の併設、駅と公共施設の併設等。
・市役所へ進入する道が狭い。駅前商店街を再開発する。
・2020年夏に徳島駅前の変化が起こる時に、同じ駅前でも阿南市街に活性があったら県南拠点としてのインパ
クトや興味づけになると思う。例えば、「マチアソビ」のようなイベント、まちゼミの仕掛け。経済効果が生まれてほ
しい。

景観 7

・市民の目に触れることが多いせいか、箱物の建設が多すぎるように感じる。植樹ではなく、古くから残る自然を
大切にしてほしい。人の手を加えて整備するのではなく、本来の姿を大切にしてほしい。
・バイパスの植木について、整備された当時はきれかったが、もっと手入れしてほしい。

産業連携 6

分野 件数

環境保全 9

・ＪＲを公共交通機関として利活用すべき。駅と商業施設の併設、駅と公共施設の併設等。
・市役所へ進入する道が狭い。駅前商店街を再開発する。
・2020年夏に徳島駅前の変化が起こる時に、同じ駅前でも阿南市街に活性があったら県南拠点としてのインパ
クトや興味づけになると思う。例えば、「マチアソビ」のようなイベント、まちゼミの仕掛け。経済効果が生まれてほ
しい。

市街地 7



その他 8

・阿南医療センターの駐車スペースが少なすぎる。
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分野 件数

緑化 2

・植樹ではなく、古くから残る自然を大切にしてほしい。


